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コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

こ
の
展
示（
＆
収
蔵
資
料
）

◆
博
物
館「
お
ス
ス
メ
」逸
品
レ
ポ
ー
ト

博物館休館日カレンダー
2022年 11月

休館日※情報はR4.10.18現在
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日　月　火　水　木　金　土

令和４年１１月１日

９月の業務日誌から

　9月25日（日）、蔵持山で文化遺産ボラン
ティアによるガード活動（クリーン登山）が
行われました。山中は台風14号による落ち
葉や枯れ枝でいっぱいでしたが、会員によ
る作業で、お宮の周辺をきれいにすること
が出来ました。

　9月23日（金）、当館で鶴田知也生誕120
年記念シンポジウムが開かれました。鶴田
は第3回芥川賞を受賞した当町ゆかりの作
家で「不遜なれば未来の悉くを失う」との
警句を残しましたが、その意義は今なお色
あせていないことが確認されました。

●
資
料
解
説
＆
メ
モ

　
当
館
寄
託
の
「
小
笠
原
文
庫
」
に
は
人
類

の
宝
と
さ
れ
る
「
世
界
の
記
憶
」
遺
産
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
遺
産
は
「
朝
鮮
通
信

使
資
料
」
と
総
称
さ
れ
る
文
化
八
（
一
八
一

一
）
年
に
使
行
さ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
（
公
式

の
外
交
使
節
団
）
の
記
録
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
日
本
は
「
鎖
国
」
し
て
外
国

と
の
交
流
は
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
易
を

除
き
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
唯

一
の
例
外
が
隣
国
朝
鮮
と
の
外
交
で
し
た
。

将
軍
の
代
替
わ
り
毎
に
500
人
近
い
使
節
団
が

朝
鮮
か
ら
江
戸
ま
で
派
遣
さ
れ
、
両
国
の
友

好
を
確
認
す
る
「
将
軍
一
代
の
盛
儀
」
と
さ

れ
る
壮
大
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
れ
だ
け
に
出
費
も
か
さ
み
問
題
と
な
っ

▲資料の一部　往路で防州上関（山口県上関町）で
　地元大名毛利家から接待膳が出された際の記録

▲上関の景観　瀬戸内航路の要衝として番所がお
かれ通信使の休息地だった（町田一仁氏提供）

　
コ
ロ
ナ
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
博
物
館

の
魅
力
は
収
蔵
資
料
が
持
つ
多
彩
な
価
値

と
情
報
で
す
。
当
館
に
は
町
の
豊
か
な
歴

史
と
文
化
が
育
ん
だ
沢
山
の
「
逸
品
」
資

料
が
あ
り
、
以
下
に
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

●
資
料
名

　

対
州
御
下
向
海
陸
日
記（
往
路・復
路
）　

２
冊

　
＊
小
笠
原
文
庫「
朝
鮮
通
信
使
資
料
」の一部

　
＊
現
品
は
育
徳
館
高
校
錦
陵
同
窓
会
所
蔵（
当
館
寄
託
）

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等
：
縦
274
＊
横
201
＊
厚
40（
㎜
）

・
制
作
年
代
：
江
戸
時
代
後
期（
19
世
紀
）

・
ポ
イ
ン
ト
：
通
信
使
史
上
唯
一
の
対
馬
聘 

　
　
　
　
　
　

礼
の
記
録
と
し
て
大
変
貴
重

・
公
開
状
況
：
常
設
展
示
で
公
開
中

て
い
ま
し
た
が
、
派
遣
先
を
対
馬
に
す
る

こ
と
で
経
費
節
減
を
図
っ
た
の
が
第
12
回

通
信
使
で
す
。
こ
の
時
は
小
倉
藩
・
小
笠

原
家
が
担
当
し
た
た
め
そ
の
記
録
が
残
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
道
中
の
様
子
が
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲資料全景 小倉藩六代藩主・小笠原忠固が幕府
　代表として江戸・対馬を往復した旅程が記される

九
州
歴
史
資
料
館
で
特
別
展「
京
都
平
野
と

豊
国
の
古
代
」開
催
中
！

　
当
館
と
の
交
流
も
深
い
九
州
歴
史
資

料
館
で
は
特
別
展「
京
都
平
野
と
豊
国
の

古
代
」を
開
催
中
で
す
。

　
こ
の
展
示
は
か
つ
て
「
豊
国
」と
呼
ば

れ
た
京
都
平
野
の
古
代
史
を
「
深
掘
り
」

す
る
も
の
で
、み
や
こ
町
の
資
料
も
主
役

の
一
人
と
な
っ
て
貴
重
な
資
料
が
勢
揃

い
し
ま
す
。

　
こ
の
秋
は
ぜ
ひ
九
州
歴
史
資
料
館
へ

お
出
か
け
下
さ
い
！

・会　
期
：10
／
８（
土
）〜
12
／
４（
日
）

・場　
所
：九
州
歴
史
資
料
館（
小
郡
市
）

・入
場
料
：一
般
210
円
・高
大
生
150
円

・備  

考
：関
連
イ
ベ
ン
ト
多
数
。詳
し
く

　
　
　
　

は
同
館
H
P
等
を
参
照
下
さ
い
。

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

11
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

11
月
５
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

11
月
12
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

11
月
19
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

11
月
26
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▲落葉と枯れ枝で地面が見えなかったお宮前の広場は 参加者
　の作業で地面に「ほうき目」が立つほどキレイになりました

▲当日は60人余が参加して鶴田に関する最新の研究成果が
　披露されるとともに鶴田の鋭い社会観が再評価されました

た
い
し
ゅ
う
ご
　
げ　
こ
う　
か
い
り
く
に
っ
き

と
よ
の
く
に



博物館だより　No.192

備考　・受賞者名は賞・部門ごとに学年順で、氏名の五十音順に記載しています

佳　作（15点）

優秀賞（６点）

グランプリ賞（1点）

絵画コンクール ・ 作文コンクール

受賞・入選作品決定！

小学生歴史たんけん作文コンクール（応募総数15点）小学生歴史たんけん作文コンクール（応募総数15点）

わたしの町の過去・現在・未来絵画コンクール（応募総数1，053点）わたしの町の過去・現在・未来絵画コンクール（応募総数1，053点）

石 丸 莉 那
内 田 理 葉
門 野　帆乃香
藤 山 　 空
有 馬 凰 介

伊良原小学校
伊良原小学校
伊良原小学校
伊良原小学校
吉富小学校

6
6
6
6
6

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

優　秀

上伊良原神楽の世界
今に伝わる伝統「三重塔」
国分寺三重塔のすごさ
―郷土の誇り―小宮豊隆
修学旅行で学んだ歴史

吉 川 寧 音築城小学校 5
学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞

最優秀賞（１点）
学　校　名

最優秀 「延塚卯右衛門」を読んで

廣 木 　 蘭
立 花 春 樹
竹 田 萌 衣
村 上 優 太
内 田 彩 英
高 瀬 柊 弥
土　肥　壮太郎
立 花 奏 太
杉 下 航 太
樋 口 元 音
梶 原 姫 菜
重 村 寧 音
池　上　寧々羽
浦 田 奈 菜
吉 竹 幸 心

犀川小学校
犀川小学校
与原小学校
育徳館中学校
犀川中学校
伊良原小学校
久保小学校
犀川小学校
苅田小学校
勝山中学校
黒田小学校
黒田小学校
黒田小学校
久保小学校
黒田小学校

3
6
6
3
3
2
2
3
5
3
2
3
4
6
6

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

未来部門

現在部門

過去部門

部門

佳　作

優　秀　賞（５点）

もし わたしが過去に行けたら
みやこ町の国分寺
伝統続く京築神楽
思永館と私たち
みやこ町の犀川駅
みやこ町の国分寺
大すき！へいせいちくほうてつどう
いらはらダム
苅田の工場夜景“静と動の輝き”
千女房桜
たのしいおかしの国
フルーツ公園があったらいいな
楽しさいっぱいの森
色とりどりの町
未来にも自然あふれるみやこ町

筒 井 蒼 希
新 貝 香 乃
中 内 葵 彩
木　原　りみか
樋 口 結 那
恵 藤 菜 々

久保小学校
犀川小学校
黒土小学校
勝山中学校
諫山小学校
勝山中学校

3
4
4
1
6
1

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

未来部門

現在部門

過去部門

部門

優　秀

村をおそうティラノ
大切にしたい生立神社
神楽
今の神社
宇宙へのトンネル
私の理想の未来

※作品展示期間中(10/5～10/30）博物館にご来館の皆さんの投票により優秀賞の中からグランプリ賞を決定します

　（結果は博物館だより12月号に掲載）
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